
地

球

ら
な
い
亡
見
ら
れ
の
､
飲
物
現
職
も
多
い
で
わ
ら
-
が
ま
だ
嗣
萱
さ
れ
て

ゐ
な
い
'
人
口
の
如
4
,も
正
裾
に
知
れ
な
い
が
千
三
官
万
ミ
想
像
さ
れ
て

ゐ
る
､
首
府
の
外
に
郁
骨
tJ
い
ふ
べ
与

_‡
ヂ
レ
グ
ア
ミ
ハ
ラ
>h
q･J
ア
タ
ー

ム
竺

二
つ
で
､
♪
ヲ
肘
は
同
園
の
公
園
ミ
し

て
知
ら
ろ
ゝ
首
市
G
l
f
で
'

ア
タ
ー
ム
に
畠
呼
の
戴

冠
式
私
行
ふ
所
で
み
ろ
､
十
月
か

ら
四
月
ま
で
の

乾
期
私
除
い
て
五
ケ
月
間
の
関
期
_‡
同
断
な
4
,降
雨
が
あ
っ
て
平
原
の
土

地
は
熟
柄
が
多
い
が
､
首
府
の
附
班
は
淋
叔
八
千
呪
り
高
原
で
み

ろ
か
ら

窺
侠
i
宜
し
い
､
住
民
は
余
程
複
椎
で
､
純
粋
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
人
三
溝
ふ

べ
t･Y,1‡
全
人
口
G
t約
三
分

7
に
過
ぎ
な
い
､
他
の
大
多
数

は
十
六
世
紀
中

に
阿
沌
利
加
中
部
地
方
よ
り
侵
入
し
た
が
ラ
旅
で
､
色
も
黒
-
文
化
の
程

度
が
低

い
､
し
か
し
互
に
親
密
で
~
ア
ビ
シ
ニ
ア
人
竜
北
だ

職
を
好
む
凪

が
み
ろ
､
妃
牡
に
至
り

l
八
七
五
年
か
ら
六
年
に
填
及
翠
に
勝
ち
､

7
八

九
六
年
に
伊
大
利
鐘
縦
革
み
倣
っ
て
か
ら
=
り
方
ー
武
力
に
就
て
は
余
槌

哨
概
し
て
ゐ
ろ
.
蟹
に
此
時
に
は

山
万
四
千
の
伊
大
利
軍
が
十
二
万
の
ア

ピ
シ
ニ
ア
兵
に
改
め
ら
れ
て
拾
ん
.･,)全
滅
し
た
り
で
本
取
役
の
紡
糸
ア
ビ

シ
ニ
ア
は
図
際
的
.1
北
転

位
払
高
め
､
首
府
ア
ヂ
ア
ス
ア
ベ
パ
tこ
_‡
列
国

の
公
使
館
が
設
立
さ
れ
る
株
に
な
っ
た
の
で
今
日
で
は

人
口
も
約
十

1
万

に
な
っ
て
お
ろ
O
フ
ラ
ン
ミ

ニ
y
オ
ビ
ヤ
ン
鉄
道
は
y
プ
チ
よ
り
こ
ゝ

ま
で
娼
長
五
官
哩

で
長
さ
は
七

八
六
基
に
過
す
hT･{
い
が
唯

7
竺
父
通
擁
細

で
ー出
産
粕
川
晶
ii
る
ー
獣
皮
､
山
羊
ー
串
皮
､伽
排
､
蜜
蝋
､
象
牙
の
新

を
俳
､
英
等
に
輸
近
し
､
輸
入
貿
易
_こ
11
細
管

口
.
発
物
､
金
物
難
､
社

集
材
料
等
が
み
ろ
｡
=
り
餓
造
り
外
に
陸
路
カ
ラ
パ
ン
に
よ
っ
て
ナ
イ
ル

上
流
の
舟
鮎
に
聯
路
す
る
-
の

が
あ

る
が
ー
到
底
=
の
賊
誼
の
政
で
な

い
｡
日
本
紫
の
綿
布
断
姉
.1
盆
シ
ー
チ
ン
グ
が
金
輸
入
の
八
劉
似
上
に
も

節
三
食

第
五
敬

f
=苅

田

七
四

達
し
､
押
流
漸
増
の
見
込
が
あ
あ
､
し
か
し
之
在
荷
ふ
も
り
に
英
俳
伊
の

人
々
で
､
日
本
人
の
鑑
接
に
貿
易
在
野
ん
で
ゐ
ろ
も
り
1‡
な
い
､
輸
哲

口

の
獣
皮
蜜
蝋
の
如
き
本
邦
.i
-
祁
常
編
要
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
邦
滴

9

､の
方
街
に
活
動
す
る
こ
ミ
は
望
ま
し
い
こ
そ
で
み
ろ
0

.B

.
藩

紙

,:'W･

川矧

m訓m州mmm馴m州別mm馴mmmmm訓m捌mmmm馴馴M

O
郷

土

禽

記

錦

柳

田

国

男
編

堅
双
市
外
.9%
込
杵
大

岡
山
番
店
発
行

定
偶
拭
御

玉
拾
成

四
大
版
文
数
二
六
凹

地
問
十
四
光

柳
田
氏
み
中
心
1J･し
て
細
線
あ
る
郷
土
地
艶
研
究
の
脅
せ
み
催
し
て
居

i1
郷
土
食
り
開
銀
で
あ
る
｡
大
軍
冗
年
か
ら
同
五
年
頃
ま
で
の
骨
食
で
の

純
な
柳
田
氏
が
筆
穐
さ
れ
iI1も
り
で
二

三
軍

靴
輪
番
の
原
文
在

も

経

へ

て
居
ろ
｡
許
し
iIl人
々
に
は
新
陳
戸
博
士
払
初
め
風
俗
や
生
米
に
心
私
用

ひ
て
居
ろ
人
通
が
多
い
の
で
並
々
L
i1
野
自
妹
を
漆

へ
L
i地
現
幾
の

1
分

田
巻
が
し
て
換
れ
て
ゐ
ろ
｡
紹
介
潜
り
癖
に
野
白
い
亡
児
つ
i
iも
の
は
新

腔
戸
博
士
の
｢
三
木
本
村
塊
立
の
許
｣
で
変
乱
り
開
懇
都
柴
り
苦
心
み
誤
ら

れ
て
屠
る
二
･'-
や
､
二
宮
植
民
の
｢
丹
波
の
望
原
｣
や

石
黒
忠
洗
流
の
｢
洩

坪
村
ミ
火
焔
輪

和

｣
で
山
中
の
歯
鏡
が
担
っ
て
岬
-

有
様
や
山
図
り
政
柄

が
拓
也
の
鉱
倍
TJ
f.:9
つ
ii
桝
さ
ね
持
っ
て
居
ろ
=
モ
在
知
つ
穴
リ
､
石
黒

成
せ
田
中
拭
普
氏
亡
の
｢
鹿
島
の
崎
｣
で
砂
丘
上
の
鵜
搭
り
状
態
が
判
り
ー

未
済
附
妃
の
研
究
ま
し
て
に
那
須
竣
成
の
｢
代
々
水
村
の
今
昔
｣
ー
有
題
概

容
氏
の
｢
汐
入
村
の
於
塘
｣
及
｢
隅
田
川
の
舶
｣
､
山
中
集
窮
り

｢
四
谷
懲
寄



談
｣
が
あ
っ
て
殊
_こ
前
者
か
ら
は
大
都
市
tこ
接
し
た
鷹
が
如
何
に
優
り
叩

･,V,盤
将
に
.,/)ん
な
現
象
私
塾
qt,せ
る
か
み
敦

へ
て
居
ろ
こ
ぞ
･F
･,)で
わ
ワ

+
it
こ
の
外
五
両
り
島
々
な
+･/)の
紋
許
が
敬
節
あ
あ
.
本
署
が
私
共
に
満

新
七
倍
窮
み
越
さ
せ
る
¢
_ェ
金
-
紫
紺
潜
柳
田
凍
り
わ
の
備
索
_こ
し
て
然

か
も
協
煉
り
み
ろ
韓
に
魅
ぜ
ら
れ
る
に
披
ろ
鮎
_こ
も
め
ろ
の
だ
が
紡
自
鞄

が
.F,)れ

も
桁
白
い
.
地
別
が
蘇
節
に
入
れ
ら
れ
て
あ
る
の
も
う
れ
し
い
､

i1
ゞ
文
中
_二
相
ろ
地
名
ね
も
つ
ま
紅
記
さ
れ
て
ほ
し
か
つ
i1
､
殊
_こ
四
谷

の
問
な
tt,)佗
.地
名
に
乏
し
い
馬
め
恕
介
衝
け
｢
四

ッ
谷
給
田
｣
在
啓
軸
か
ら

取
H
し
て
坂
の
名
や
袋
町
の
有
様
登
･/)払
見
付
け
る
手
数
な
し
4L｡
乾
燥

L
t
租
税
啓
の
間
に
=
ん
な
拠
脆
し
い
髭
的
-
茶
色
の
絹
発
駅
の
I
で
美

し
い
啓
貴
方
の
租
税
の
試
吻
み
緒
i1
ミ
い
ふ

こ
1}
和
地
拳
愛
好
者

モ
l緒

に
税
ひ
i1
い
｡
(
江
戸
盤
)

0
日
本
項
誌
資
料
集
寮

太

田

亮

管

東
京
磯

耶
甲
扮
堂
発
行

四
六
版

信

濃

定
数
ニ
T<
入

定
慣
蛮
聞
入
姶
頗

盛
後
･佐
渡

寛
政
三
二
1

宅
滅
入
拾
成

丹
波
･

丹
後

寛
政
三
八
八

前
回
参
姶
成

旺

註

貫
数
五
六
二

基

因

本
芯
巷
tユ
智
者
が
氏
族
制
度
を
iih
J
L
T
系
譜
､
榊
杜
､
郷
盟
､
庄
鍋
等

私
刑
愛
す
ろ
餌
.1こ
､
抹
練
L
t
資
材
.1こ
和
正
か
加
へ
た
も
の
で
あ
る
｡
郷

土
髄
研
究

_こ
際
し
て
本
番
私
用

ふ
れ
.ぼ
諸
啓
私
渉
猟
す
る
繁
在
省
-
,
言

が
出
凍
ろ
｡
曽
田
氏
の
地
名
酔
客
は
日
本
粗
描
の
1
犬
種
成
で
あ
る
11こ
し

て
-
必
ず
し
も
其
の
宥
恕
に
髭
弼
ミ
は
丑
へ
な
い
｡
本
泣
聾
に
よ
る
モ
考

肝

敵

記
.1
如
何
な
る
典
瓢
が
あ
る
か
在
社
にこ
知
る
‥
8,が
川
凍
る
｡
各
節
非
_

地
名
､
沿
革
､
氏
族
?J
古
城
､
翻
酔
､
寺
院
'
雑
駁
の
蘭
車
が
あ
っ
て
沿

革
及
氏
族
に
其
の
ま
嬰
跳
ね
用
ひ
て
お
ろ
が
其
の
氏
族
の
探
線
_ユ
到
れ
る

も
の
で
あ
る
0
本
弟
苛
み
よ
-
利
用
す
れ
ば
歴
史
粗
放
餅
に
人
文
lこ
閉
し

た
多
-
の
考
鰐
が
出
衆
や
う
ま
思
ふ
｡
尻
_こ
歴
虫
人
文
地
位
の
骨
原
モ
い

っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
0

0
聾

洛
宙
地

国
鳥

京
都
都
市
計
笛
誕
班
骨
川
桝
大
丸
炎
服
店
堵
員
部

昨
年
十

一
月
さ
い
ふ
紳
し
っ
ま
つ
七
時
ーこ
寮
和
の
都
市
計
測
蝕
が
隈
蟹

骨
な
し
て
京
都
の
古
地
組
み
蒐
め
七
際
の
軽
罪
な
も
り
十
五
別
布
述
ん
で

成
員
版
に
し
て
教
賢
L
i1
も
り
で
あ
る
､
中
古
末
師
団
にこ
よ
る
6,J
京
外
の

白
河
せ
い
ふ
の
が
凡
詞
白
川
者
其
境
甚
大
厨
籍
､
賀
茂
川
以
来
､
地
租
糾

湖
北
及
】l白
川
山
;

同
道
二九
焼
払
由

訓が
嘗~
川
也
1J
あ
っ
て
今
の
御
鞘
陶

か
ら
曽
EE
p
罪
田
､
鼎
容
､

岡
崎
が
北
白
川
に
み
+
iリ
､
入
阪
､
丸
山
P

大
谷
､
曹
水
､
祇
園
､
島
部
野
'
六
波
部
.
新
鶴
肘
､
月
の
輪
等
終
発

一

轡
の
勝
地
_‡
南
白
川
で
あ
tJM
J
い
ふ
や
う
な
邸
や
ら
､
今
川
川
三
H
ふ
川

の
説
明
亡
か
､
京
都
市
の
町
曲
り
名
稗
が
諾
永
坂
_こ
よ
る
1J
今
日
寸)
に
迫

っ
て
四
低
坊
門
(
今
柑
紳
怖
)
､
魚
や
町
並
ハ
今
捗
水
町
迫
)
､
五
怯
坊
門
(
令

俳
光
寄
池
)
'五
低
独
原
曲
(
今
松
痴
菰
)
､
大
仰
暗
流
(
今
五
低
,q
)
な
PI/)古

今
の
園
.B
が
L
れ
て
野
白
い
､
郡
市
併
発
上
り
肝
資
料
で
あ
る
｡
定
例
拾

囲
(
篠
田
)

0
武
藤
野
茂
英
有
兜
以
前

文
選
博
士

鳥

居

龍

厳

守

磯
部
甲

陽
濫
費
行

大
正
十
四
年
三
月
二
十
五
日

栄

温

七
五



地

球

･J.e
m
i,iF.田

武
醸
胎
及
其

l
角
た
る
東
京
市
(
江
戸
)
の
地
は
民
族
故
文
化
史
､
歴
虫

地
理
､
考
古
聾
､
人
顛
聾
等
り
上
か
ら
械
め
て
興
療
の
め
る
所
で
あ
る
に

拘
は
ら
ず
､
聾
者
の
閑
却
す
る
析
せ
な
っ
て
ゐ
る
6
1私
概
し
て
､
潜
瀞
t

甘
て
東
栄
市
賓
柿
月
砧
小
韓
校
で
郡
拭
L
六
も
の
み
今
度
本
章
yJ
し
て
は

放
さ
れ
た
G
tで
あ
る
､
考
古
挙
上
6
1輔
諭
が
多
い
が
寸し
に
か
-
池
俗
伯
に

有
虫
以
前
の
武
撒
脚
の
開
発
本
の
べ
た
も
り
で
人
文
地
租
各
研
究
す
る
も

の
.1こ
せ
つ
て
は
飴
磁
耐
白
い
有
損
な
番
邦
で
あ
る
､
親
機
肝
の
有
史
以
前

高
菜
の
状
態
ミ
か
武
鵜
野
G
l環
郷
～)
民
喪
の
出
荷
､
生
活
の
株
式
ミ
北
ハ地

形
号
の
関
係
な
+ミ
サ
か)
ス
チ
ー
プ
な
鮎
が
多
い
､
日
本
の
原
使
民
で
あ
っ

た
ア
イ
ヌ
に
閲
し
て
も
博
士
の
所
論
に
r4
,-
ベ
HF,･も
り
が
多
い
､
放
て

l

詑
な
す
ゝ
ゆ
る
､
(
聯
E
)

0

雷
雨
礎

現
苔
等

歴

線
型
の
関
係
陀
就
て

窺
貌
純
量
第
三
巷
第
二
脚

田
代
武

四

耶

中
央
気
象
重
り
田
代
氏
は
J.
鞄
て
生
物
り
雷
雨
私
刑
資
す
る
に
､
口
々

の
天
気
例
私
塾
欄
し
て
牲
志
し
て
ね
ら
れ
た
が
､
其
結
典
が
本
論
文
で
あ

る
0
等
怖
鞄
の
投
型
ま
し
て
､
波
形
､
乙
字
形
､
S
字
将
､
Ⅴ
字
形
､蹄
形

粒
形
､
鯨
尾
形
､
粒
形
辞
の
各
続
の
型
モ
日
々

の天
気
同
上
に
蘇
は
れ
る

尊
甑
蛾
の
担
化
ミ
在
と
つ
て
､
こ
の
.Sj
S
こ
,)の
部
分
に
雷
雨
鐙
現
の
多
寡

が
あ
る
か
､
班
毎
現
回
数
ミ
四
季
の
屋
化
等
私
樹
上
に
京
め
し
て
み
る
'

特
に
大
正
十
年
五
月
二
十
三
日
六
時
の
ll大
気
榊
.1
よ
っ
て
､
英
訳
明
が
し

て
み
ろ
6
1が
､
蝕
種
田
白
い
､
要
す
る
に
お
気
'4
り
紙
が
Ⅴ
字
形
に
低
気

随
の
方
へ
奨
H
L
L
iリ
､
或
は
府
形
か
な
し
て
ぬ
る
場
骨
1
億
両
の
発
現

が
多
い
TJ
い
ふ
琴
か
明
_こ
し
4L
-
の
で
み
る
C.

第
三
番

解
五
幼

魔

鰹

魔

笛

∫｢dlI▲3

'tヨ

.t
J
l-.dtl.｣dldtl

開

能
登
碑
島
の
成
因
巷
間
ふ

(
山
烈

y
虫
)

答

他
党
牛
島
_
日
本
編
凹
地
成
虫
_二
伸

へ
る
共
心
放
並
に
子
午
線
の
折

製
紙
に
よ
り
て
形
成
さ
れ
Li
る
地
汲
な
り
O

即
ち
そ
り
田
地
環
指
_‡
子
牛
綿
状
の
折
製
紙
に
滑
ひ
て
沈
降
せ
る
も
の

亡
管
伯
す
べ
き
も
¢
な
り
｡
町
野
川
路
谷
は
恐
ら
-
此
り
虫
畢
断
裂
線
t

助
走
す
る
子
牛
粗
放
の
1
抑
製
粗
な
り
｡
能
登
北
浦
即
ち
日
本
海
樺
､
若

山
川
､
宇
伯
韓
'
小
木
問
海
岸
等
何
れ
も
東
北
東
よ
り
西
南
西
に
悲
り
子

牛
断
裂
線
ミ
噂
_言
直
変
り
達
向
私
有
す
.
此
走
向
は
何
本
職
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